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１．はじめに

　本研究のプロジェクトでは，はじめて子どもをもつ

夫婦・カップルが妊娠・出産・子育てというプロセスの

中で経験する家族関係・夫婦関係をどのように形成し，

変化させていくのかを明らかにし，医学・看護学・心理

学・社会学・教育学等の多様な観点から分析検討を重ね

ている。

　すでに，各分野の先行研究レビュー�）をはじめ，妊

出産・子育て体験が親の成長と夫婦関係に与える影響（6）

―家族形態別にみた生活の変化と夫婦関係―

岸田　泰子＊・田村　　毅＊＊・倉持　清美＊＊・中澤　智惠＊＊

久保　恭子＊＊＊・及川　裕子＊＊＊＊

生活科学

（����年�月��日受理）
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娠期の夫婦・カップルを対象とする質問紙調査とイン

タビュー調査の結果を報告し�）�），出産という未知の経

験に不安を持ちながらも，子どもをもつことへの大き

な期待と夢を描いていることが示された。また妊娠期

の質問紙調査の自由記述の分析から�），夫の長期的な見

通しから，親としての自信や経済力の面での不安が見

受けられた。さらに妊娠期と出生後４ヶ月の時点での

比較により夫婦共に結婚生活・夫婦の親密性が大きく

低下していることもわかり，��������）と同様の結果が得

られた。

　ところでこれまでわれわれの分析の中では，世代を

超えた家族の影響を検討してこなかった。また先行研

究においても，拡大家族への着目は少なく，世代間の

影響に関する研究は希少である。家族形態による子育

てのちがいや家族内の性役割分担は必然的に起こりえ

るであろう。核家族が進行する現在でもなお地方では

拡大家族が存在する。比較によって核家族の特徴もま

た浮き彫りにされ得る。そこで本稿では，家族形態に

よって夫婦の生活がどのように変わり，また夫婦関係

に影響するのか否かを検証することを目的として検討

を行う。

研究方法

１．調査方法

　東京都・埼玉県・神奈川県・茨城県・島根県・愛媛県

の保健・医療機関での母親学級・両親学級を通して，妊

娠期の夫婦・カップルを対象に実施した第１回目の質問

紙調査を分析する。調査時期は，����年７月から����

年３月までで，�����組の夫婦・カップルに調査票を配

布し，郵送により第１回目調査に�����組（回収率����％）

から回答を得た。それらのうち核家族と拡大家族のサ

ンプリングを以下のように行った。

２．分析方法

　本調査の対象者の内訳をみると，夫と妻のみが同居

する核家族と２世代以上が同居する拡大家族の割合は，

核家族�����（�����）に対し，拡大家族���（����）で

サンプル数の偏りが大きくあった。したがってサンプ

ルのマッチングを行い，その結果得られた核家族群���

組と拡大家族群���組の�群を比較した。マッチング項

目は，夫の年齢（平均�����歳），妻の年齢（平均�����

歳），居住地区（東京地区���組：島根��組：愛媛５組），

妻の就労（専業主婦��組，勤労婦人��組，その他��組）

とした。

　比較検討した各項目とそれぞれの信頼性係数につい

ては以下のとおりである。なお，同居家族についての

質問項目を妊娠期（第１回）のみしか行っていなかっ

たため，経時的変化の比較は行っていない。また，妊

娠期においてすでに里帰りしていると考えられるデー

タは除外した。

３．調査項目

妻の項目

　・�　妊娠によるマイナートラブル（「よく眠れない」

「疲れやすい」「腰痛」「食欲不振」「イライラ」

「気分の落ち込み」「悪阻（つわり）」「高血圧」

「体のむくみ」の９項目，高得点ほど症状が強く

なるよう設定，��������’��α�����）この項目は

妻だけにたずねた。

　・�　抑うつ感情（「毎日が何となくおもしろくない」

「世の中に取り残される」「ひとりぼっちで寂し

い」「生まれる日を待っている生活は楽しい」の

４項目，高得点ほど抑うつ感情が高くなるよう

設定，��������’��α�����）

　・　子どもからのプラスの影響（「子どものおかげで

自分も成長する」「子どもが自分の生活に充実を

もたらす」の２項目，高得点ほど良好であるよ

う設定，��������’��α�����）

　・　夫の子育てへの期待（「子どもの入浴」「子どもの

オムツを取り替える」「子どもとあそぶこと」

「子どもに食事を食べさせる」「子どものしつけ」

の５項目，高得点ほど期待が高くなるよう設定，

��������’��α�����）

　・　夫の家事協力度（「食器洗い」「風呂掃除」「洗濯

物を干す」の３項目，高得点ほどよくする，

��������’��α�����）

　・　自分の生活の変化（「自由な時間が減る」「仕事

の時間が減る」「睡眠時間が減る」「家事の分担

が増える」「友人との交流が減る」の５項目，高

得点ほど変化が大きくなるよう設定，��������’

��α�����）

　・�　パートナーの生活の変化（自分の生活の変化と

同様の５項目，��������’��α�����）

　・�　生活の満足度（「仕事」「友人関係」「余暇」

「トータルに考えた，現在の自分の生活」の４項

目，高得点ほど満足度が高いように設定，

��������’��α�����）

　・　自分の親，パートナーの親との関係の満足度

（各１項目）

　・　パートナーに対する満足度（「思いやり・やさし

さ」「家事の分担」「コミュニケーション」「性生

東 京 学 芸 大 学 紀 要　第６部門　第��集　（����）
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活（セックス）」「収入」の５項目，高得点ほど

満足度が高いように設定，��������’��α�����）

　・　親意識「お腹の赤ちゃんをいとおしく感じる」

「母親になるという実感がある」の２項目をそれ

ぞれ個別に，高得点ほど良好になるよう設定）

　・　�����������������������）（以下���，６項目，

　　　��������’��α�����）

　・　���������	
���
�����）（以下���，４項目，��������’

��α�����）

　・　 ���������	
��
����������）（以下���，２項目，

��������’��α�����）

　・　相談できる人的サポート

複数回答で人的サポートについてたずね，家族

形態別にχ�検定を行った。

夫の項目

・抑うつ感情（��������’��α�����）

・子どもからのプラスの影響（��������’��α�����）

　・　子育ての意欲（「子どもの入浴」「子どものオム

ツを取り替える」「子どもとあそぶこと」「子ど

もに食事を食べさせる」「子どものしつけ」の５

項目，高得点ほど意欲が高くなるよう設定，

��������’��α�����）

　・　夫の家事協力度の自己評価（��������’��α

�����）

　・　自分の生活の変化（��������’��α�����）

　・　パートナーの生活の変化（��������’��α�����）

　・　生活の満足度（��������’��α�����）

　・　自分の親，パートナーの親との関係の満足度

（各１項目）

　・　パートナーに対する満足度（��������’��α

�����）

　・　親意識「お腹の赤ちゃんをいとおしく感じる」

「父親になるという実感がある」の２項目をそれ

ぞれ個別に，高得点ほど良好になるよう設定）

・　���（��������’��α�����）

・　���（��������’��α�����）

・　���（��������’��α�����）

　以上の項目について居住する家族形態別に「核家族」

と「拡大家族」の群に分け，まず等分散性の検定を行

い等分散性が認められた項目ではその後，一元配置分

散分析を行った。等分散性が棄却された項目について

は�����の検定を行った。夫についても，同様に行っ

た。

　本研究における分析はすべて�����������	
����

���������を使用した。

結　　果

１．分析対象者の割合と属性

　同居家族別の割合は，�������に示したとおりである。

�����組のうち夫婦のみの核家族が�����組（�����），夫

婦と夫の家族（夫の父母どちらかまたは両方を含む家

族）が���組（����），夫婦と妻の家族（夫の父母どち

らかまたは両方を含む家族）が��組（����）であった。

このうち夫の家族と同居の���組，妻の家族と同居する

��組の計���組を拡大家族として取り扱った。

　また，すでに記述したように拡大家族���組の属性に

あわせて，夫の年齢（平均�����歳），妻の年齢（平均

�����歳），居住地区（東京地区���組：島根��組：愛媛�

組），妻の就労（専業主婦��組，勤労婦人��組，その他

��組）となるようにマッチングを行った。

２．家族形態別にみた比較

　�������に平均値の比較を示した。

　核家族，拡大家族において有意差がみられた項目は，

妻では夫の家事協力，夫でも家事協力であり，いずれ

も核家族の夫の方がよく協力していた（������）。また

夫では，出産後のパートナーの生活変化について，拡

大家族の夫の方が大きく変わるであろうと答えた

（�����）。パートナーに対する満足度では，核家族の妻

のほうが拡大家族の妻よりも高い傾向がみられた

（�����）。親との関係についてみると，核家族の夫のほ

うが拡大家族の夫よりも自分の親との関係に満足して

おり（�����），また核家族の妻は拡大家族の妻に比べ

てパートナーの親，いわゆる舅，姑に対する満足度が

高かった（�����）。

　親意識についてはおおむね高い平均値ではあるが，

検定において核家族の妻のほうが，拡大家族の妻より

「赤ちゃんをいとおしく感じる」傾向がみられた（�����）。

　夫婦関係では，３つの尺度を使用しているが���で核

家族の妻が拡大家族の妻より高い傾向を示し（�����），

また���では核家族の夫が拡大家族の夫よりも高い傾

向を示した（�����）。

岸田，他：出産・子育て体験が親の成長と夫婦関係に与える影響（�）

％度数同居家族

����

���

���

���

�����

���

��

���

夫婦のみ

夫婦と夫の家族

夫婦と妻の家族

その他

����������合　　計

Table 1 　同居家族別にみた割合
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３．　家族形態別にみた相談できる人的サポート（妻の

回答）

　妻に対して，妊娠や出産，その後のことについて相

談できる人は誰かを複数回答でたずねた結果を家族形

態別に比較したところ，�����３のような結果が得られ

た。最も多かった相談相手は核家族，拡大家族とも自

分の母親であった。次に多いのがいずれも学校時代の

友人であるが，拡大家族のほうが有意に多かった

（�����）。次に多かったのが夫の母親であり，拡大家族

の方が有意に多かった（�����）。自分の姉妹と答えた

者も両群とも���台あったが，家族形態による有意差は

認められなかった。

考　　察

　本調査では，３世帯同居の拡大家族の割合は�割未満

であったが，柏木�）は，３世帯家族の減少が進む中で，

妻の親との同居は増加傾向を見せていることを指摘し

ている。これは，働く女性が気兼ねせずにサポートを

頼める自分の親への期待でもあり，社会的・経済的に

保育状況が厳しくなっている昨今，ある意味合理的な

ことであろう。本調査においても女性たちの相談相手

として最も期待されているのは家族形態によらず実母

であった。母親にとって最も身近なモデルは実母であ

り，それは核家族のように離れて生計を立てるものに

とっても変わらないようである。また夫の母親への相

談については，拡大家族のほうが有意に多く，これは

同居の影響であろうと考えられる。身近にいればこそ，

子どもをもつ女性の先輩として，相談相手にもなり得

るのであろう。本調査では期待するサポートの種類は

問うてはいないが，祖父母たちの中でも特に頼りにさ

れると考えられる祖母たちに対しても，子育て全般に

関する知識の提供や技術の習得を含めた支援体制が望

まれる。

　また相談相手について言えば，学校時代の友人への

相談は，家族形態により有意差が見られた。このこと

は，拡大家族では，幼少期から過ごした地元での生活

を続けるものが多く，比較的至近距離に学校時代の友

人が存在するためではないかと考えられる。相談相手

としては，距離的に身近にいる存在であることが推測

できる。隣近所の関係や昔で言う地縁の結びつきが希

薄である現在，核家族のように孤立しがちな新しい家

族にとって，友達や仲間作りの場を広げる支援もまた

大切な子育て支援となり得る。

　核家族と拡大家族の夫婦間に最も特徴的な差異は，

夫の家事協力度であった。核家族の夫のほうが拡大家

族の夫に比べて家事協力が多いという結果である。こ

れは夫婦共にそれを認めていた。拡大家族であれば，

下位システムとして祖父母夫婦の存在があり，家事労

東 京 学 芸 大 学 紀 要　第６部門　第��集　（����）
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妊娠によるマイナートラブ� ����

抑うつ感情� ����

子どもからのプラスの影響� ���

夫の子育てへの期待� ����

　　（夫は「子育ての意欲」）

夫の家事協力度� ����

自分の生活の変化� ����

パートナーの生活の変化� ����

生活の満足度� ����

パートナーに対する満足度� ����

自分の親との関係� ���

パートナーの親との関係� ���

親意識

　お腹の赤ちゃんをいとおしく感じる����

　母親（父親）になる実感がある� ���

���� ����

���� ����

���� ���

Table 2　 核家族と拡大家族の比較（1元配置分散分析）

�������������������������	��������

��������等分散性の検定後�������の検定
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働はおそらく祖母に分担されていることが予測される。

その中で，新しい夫婦の夫が家事を協力する割合は必

然的に減っていると考えられる。このことが影響して

いるのか，核家族の妻のほうが，拡大家族の妻に比べ

て夫に対する満足度が高い傾向を示していた。家事協

力を含め，生活を共同するという感覚が高いことが妻

の生活満足度を高めている可能性がある。

　親との関係では，いずれも核家族の妻の方がパート

ナーの親との関係の満足度が高く，核家族の夫の方が，

自分の親との関係の満足度が高いという結果であった。

妻は舅・姑に対してやはり距離をおいているほうが良い

関係を保ち得るのか。しかしながら夫のほうは，自分

の親との関係が核家族という離れた立場のほうで高く，

同居することが妻と自分の親との間での摩擦を生じ，

その満足度を下げている可能性が考えられる。女性に

とって，親との同居は，結婚条件の１つと言われてお

り��），それがパートナーの親となると女性には生活上

のストレスともなり得るのであろう。

　本調査の結果における，妊娠中に「お腹の中の赤

ちゃんをいとおしく感じる」という女性側の回答で核

家族の妻の方が高い傾向，夫婦関係で���に核家族の

妻に高い傾向，���で核家族の夫に高い傾向など，い

ずれも核家族における下位システムが強く結びつく傾

向を示すものであり，このことは核家族の特徴を示す

ものであると考えられる。

　ところで諸井���は，核家族の重要な機能として性役

割化が強化していることをあげ，男女の役割が固定化

することは歪みをもたらすことを指摘している。それ

は暴力や虐待という形での家族の問題である。本調査

ではこのような問題までは把握しかねるが，核家族の

特徴の１つとして今後の出産後の夫婦の役割変化にも

注目したい。

　松岡�����によれば，核家族よりも直系家族世帯（夫方，

妻方とも）のほうが，妻の生活ストレスは高く，また

ライフステージ，つまり子どもの年齢によってもその

ストレスに差が生じている。子どもの成長につれ，育

児，教育などの様々な問題に直面することで，夫婦関

係をはじめとする生活による変化が生じる可能性があ

る。しかし本調査で，拡大家族の夫は出産後の妻の生

活変化が大きくなることを予測していることから，拡

大家族の中での妻の多重役割を心配しているのではな

いかと考えられる。����������は，夫婦間の出産後の生

活変化の差異と夫婦満足度は関連があるとしており，

出産後に家族形態によって，夫婦満足度に違いが生じ

る可能性がある。

　本研究では，第１子を迎える夫婦に限っているとい

うことで，ともに生活してきた時間自体がまだ浅いと

いうことも，違いを明確にできなかった要因であろう

と考えられる。また本研究では，出産後の家族形態に

ついてたずねておらず調査票においてその変化を追う

ことが困難であるが，面接調査などを通して機会を改

め，家族形態の違いによる夫婦関係の経時的変化を追

跡していきたい。

　本研究の限界として，家族形態に着目し，東京，島

根，愛媛という日本各地のデータをあわせて解析し，

首都圏と地方の特色については考慮しておらず，今後

の課題としたい。

付　　記　

　本研究は文部科学省科学研究費補助金基盤研究�

（�）（課題番号���������研究代表：田村毅）を受けて行

なったものの一部である。
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